2005.11.9
建築構造計画概論中間テスト（神田）
各問題（10点）

問題１：大スパン建築物の名称を１つあげ、その力学的特徴について記せ。

（解答欄）建物名：空欄１つ

　　　　　力学的特徴：５行

問題２：超高層建築物あるいはタワーの名称を１つ挙げ、その力学的特徴を記せ。

（解答欄）同上

問題３：以下のトラスの各部材の軸力を求めよ。水平、鉛直部材の長さは等しいとして良い。圧縮の場合は－をつけること。また予め支点反力を求めること。

（解答欄）

[image: image1.png]



問題４：構造材料としての、木、鉄鋼、コンクリートの特徴について記せ。

（解答欄）各２行程度

問題５：木構造の屋根架構に関し、軸組みと筋かい構造について説明せよ。

（解答欄）６～８行程度

問題６：ヨーロッパで多く用いられる組積造がわが国で普及しなかった理由について力学的に説明せよ。

（解答欄）同上

問題７：鋼の応力と歪の関係について説明せよ。

（解答欄）同上

問題８：鉄筋コンクリート造の短柱の力学的挙動について説明せよ。

（解答欄）同上

問題９：鉄骨鉄筋コンクリート造における累加強度について知るところを記せ。

（解答欄）同上

問題１０：振動方程式を記し、主要なパラメータを３つ取り上げ、それらについて建築構造物への影響の観点から記せ。

（解答欄）同上

授業の感想（採点対象外）：
（解答欄）同上

以上
